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は
じ
め
に

　
『
杜
詩
詳
注
』
巻
二
十
三
（
以
下
、『
詳
注
』）
に
は
杜
甫
の
「
逸

詩
」
と
し
て
次
の
五
絶
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　
　

三
月
雪
連
夜　

三
月　

雪
ふ
る
こ
と
連
夜

　
　

未
応
傷
物
華　

未
だ
応ま

さ

に
物
華
を
傷そ

こ
なう

べ
か
ら
ず

　
　

只
縁
春
欲
尽　

只
だ
春
の
尽
き
ん
と
欲
す
る
に
縁よ

り

　
　

留
著
伴
梨
花　

留
著
し
て
梨
花
を
伴
う

　
『
詳
注
』
は
杜
甫
の
「
逸
詩
」
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
詩
が
杜
甫

の
詩
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
は
っ
き
り
し
な
い
。
ま
た
『
杜
甫
全
集

校
注
』（
人
民
文
学
出
版
社
、
二
〇
一
四
。
以
下
、『
校
注
』）
巻
二

十
二
、
鄭
慶
篤
・
張
忠
綱
輯
考
「
疑
偽
之
作
輯
考
」
に
は
、
五
律

「
寒
食
夜
、
蘇
二
宅
」
が
杜
甫
の
作
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　
　

寒
食
明
堪
坐　

寒
食　

明
ら
か
に
し
て
坐
す
る
に
堪
う

　
　

春
参
夕
已
垂　

春
参　

夕
べ
に
已
に
垂
る

　
　

好
風
経
柳
葉　

好
風　

柳
葉
を
経へ

　
　

清
月
照
花
枝　

清
月　

花
枝
を
照
ら
す

　
　

客
涙
聞
歌
掩　

客
涙　

歌
を
聞
い
て
掩
い

　
　

帰
心
畏
酒
知　

帰
心　

酒
を
畏お

そ

れ
て
知
る

　
　

佳
辰
邀
賞
遍　

佳
辰　

賞
を
邀も

と

む
る
こ
と
遍あ

ま
ねし

　
　

忽
忽
更
何
為　

忽
忽
と
し
て
更
に
何
を
か
為
さ
ん

　
『
詳
注
』
巻
二
十
三
に
は
こ
ち
ら
の
詩
は
収
録
さ
れ
な
い
。
便
宜

的
に
『
詳
注
』
所
収
の
「
逸
詩
」
を
（
Ａ
）、『
校
注
』
所
収
の
五
律

を
（
Ｂ
）
と
し
、
両
詩
に
用
い
ら
れ
て
い
る
詩
語
に
つ
い
て
考
察
を

加
え
、
両
詩
の
性
格
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

一

　
（
Ａ
）
に
つ
い
て
『
校
注
』
は
、
こ
れ
を
「
闕
題
」
と
し
て
収
め
、

以
下
の
よ
う
な
按
語
を
付
し
て
い
る
。
こ
の
詩
の
出
処
は
ほ
ぼ
こ
れ

に
尽
く
さ
れ
て
い
よ
う
。
長
く
な
る
が
そ
の
ま
ま
引
用
す
る
。

 　
　

杜
甫
「
逸
詩
」
札
記　

　
　
　
　
　　

後　

藤　

秋　

正　
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宋
陳
景
沂
《
全
芳
備
祖
》
前
集
巻
九
《
花
部
》
標
為
五
言
絶

句
、
以
為
杜
甫
詩
。
明
楊
愼
《
丹
鉛
総
録
》
巻
二
〇
《
詩
話

類
》・
曹
学
佺
《
蜀
中
広
記
》
巻
一
〇
一
《
詩
話
記
第
一
》・
清

仇
兆
鰲
《
杜
詩
詳
注
》
巻
二
三
・《
全
唐
詩
》
巻
二
三
四
俱
引

《
合
璧
事
類
》、
以
為
杜
甫
逸
詩
。
曹
学
佺
《
石
倉
歴
代
詩
選
》

巻
四
五
《
盛
唐
十
四
》・
明
趙
宦
光
・
黄
習
遠
編
《
万
首
唐
人

絶
句
》
巻
二
《
五
言
二
》
作
杜
甫
詩
、
題
《
闕
題
》。《
淵
鑒
類

函
》
巻
九
《
天
部
九
・
雪
五
》
亦
作
杜
甫
詩
、
題
作
《
春
雪

詩
》。
而
宋
蒲
積
中
編
《
古
今
歳
時
雑
詠
》
巻
四
三
《
三
月
》

以
為
温
庭
筠
詩
、
題
為
《
嘲
三
月
十
八
日
雪
》。
而
宋
洪
邁
編

《
万
首
唐
人
絶
句
》
巻
二
一
《
五
言
》・
清
曾
益
《
温
飛
卿
詩
集

箋
注
》
巻
九
・《
御
選
唐
詩
》
巻
二
七
《
五
言
絶
句
》・《
全
唐

詩
》
巻
五
八
三
《
温
庭
筠
補
遺
》
亦
以
為
温
詩
、
詩
題
同
《
古

今
歳
時
雑
詠
》。
清
王
士
禛
《
唐
人
万
首
絶
句
選
》
巻
二
《
五

言
二
》
亦
作
温
詩
、
題
作
《
三
月
雪
》。《
佩
文
斎
詠
物
詩
選
》

巻
一
四
《
雪
類
》
以
為
唐
劉
禹
錫
詩
、
題
作
《
春
雪
》。

　

こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
る
諸
書
の
う
ち
、
前
集
二
十
七
巻
、
後
集
三
十

一
巻
か
ら
な
る
『
全
芳
備
祖
集
』（『
花
木
果
卉
全
芳
備
祖
』
と
も
）

に
は
、
韓
境
の
序
が
あ
っ
て
、「
宝
祐
元
年
癸
丑
中
秋
、
安
陽
老
圃

韓
境
序
」
と
い
う
か
ら
、
南
宋
・
理
宗
の
宝
祐
元
年
（
一
二
五
三
）

か
ら
遠
く
な
い
時
期
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
撰
者
の
陳
景

沂
に
つ
い
て
は
『
四
庫
全
書
総
目
』
巻
百
三
十
五
に
は
、「
号
肥
遯
、

天
台
人
。
仕
履
未
詳
（
号
は
肥
遯
、
天
台
の
人
。
仕
履
は
未
詳
）。」

と
あ
る
が
、
こ
れ
は
嘉
煕
二
年
（
一
二
三
八
）
の
進
士
、
韓
境
の
序

を
襲
っ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
以
外
の
こ
と
は
不
詳
で
あ
る
。
ま
た

『
全
芳
備
祖
集
』、『
丹
鉛
（
1
）

総
録
』、『
蜀
中
広
記
』、『
詳
注
』、『
全
唐

（
2
）

詩
』
が
、
い
ず
れ
も
（
Ａ
）
の
出
典
と
し
て
い
る
『
合
璧
事
類
』
と

は
、
南
宋
・
謝
維
新
編
『
古
今
合
璧
事
類
備
要
』
を
指
す
。
前
集
六

十
九
巻
、
後
集
八
十
一
巻
、
続
集
五
十
六
巻
、
別
集
九
十
四
巻
、
外

集
六
十
六
巻
か
ら
な
る
類
書
で
あ
り
、
宝
祐
丁
巳
（
一
二
五
七
）
の

成
書
で
あ
る
。
た
だ
し
謝
維
新
の
経
歴
は
ほ
と
ん
ど
不
明
で
あ
り
、

『
古
今
合
璧
事
類
備
要
』
の
序
に
自
署
し
て
、「
膠
痒
進
士
、
建
安
謝

維
新
去
咎
父
序
。」
と
い
う
の
み
で
あ
る
。『
四
庫
全
書
総
目
』
は
巻

百
三
十
五
に
こ
の
書
を
収
載
す
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
考
え
る
な

ら
ば
、（
Ａ
）
は
南
宋
の
末
期
、
杜
甫
没
後
、
五
百
年
近
く
経
過
し

て
か
ら
初
め
て
杜
甫
の
詩
と
し
て
著
録
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い

え
よ
う
。
明
・
楊
慎
『
升
菴
詩
話
』（
歴
代
詩
話
続
編
）
巻
五
、「
杜

逸
詩
」
の
条
に
は
こ
の
詩
を
引
い
て
次
の
よ
う
に
い
う
。

　

合
璧
事
類
載
杜
工
部
詩
云
、
…
…
。
此
詩
旧
集
不
載
。
又
、

寒
食
少
天
気
、
春
風
多
柳
花
。
又
、
小
桃
知
客
意
、
春
尽
始
開

花
。
則
今
之
全
集
遺
逸
多
矣
。

　

合
璧
事
類
に
杜
工
部
の
詩
を
載
せ
て
云
う
、
…
…
と
。
此
の
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詩　

旧
集
に
は
載
せ
ず
。
又
、
寒
食　

天
気
少ま

れ

に
、
春
風　

柳

花
多
し
と
。
又
、
小
桃　

客
意
を
知
り
、
春
尽
き
ん
と
し
て
始

め
て
花
開
く
と
。
則
ち
今
の
全
集
は
遺
逸
多
し
。

　

た
だ
し
、
温
庭
筠
の
作
と
す
る
蒲
積
中
編
『
古
今
歳
時
雑
詠
』
に

は
紹
興
丁
卯
（
紹
興
一
七
年
、
一
一
四
七
）
の
紀
年
を
有
す
る
自
序

が
あ
る
か
ら
、
彼
の
作
と
す
る
見
解
も
南
宋
の
初
期
に
は
存
在
し
た

こ
と
に
な
る
。『
佩
文
斎
詠
物
詩
選
』
は
康
煕
四
十
五
年
（
一
七
八

〇
）
に
完
成
し
て
い
る
の
で
、
劉
禹
錫
の
作
と
す
る
見
解
は
こ
れ
ら

よ
り
か
な
り
遅
れ
て
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
書
は
出
処
を

示
さ
な
い
の
で
、
何
に
拠
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。

　

佟
培
基
編
撰
『
全
唐
詩
重
出
誤
収
考
』（
陝
西
人
民
教
育
出
版
社
、

一
九
九
六
）
の
指
摘
も
見
て
お
こ
う
。

　

闕
題
、
又
作
温
庭
筠
（
題
作
「
嘲
三
月
十
八
日
雪
」、『
雑

詠
』
四
三
列
温
飛
卿
「
三
月
十
八
日
雪
中
作
」
詩
後
、
題
下
佚

名
。
清
人
曾
益
『
温
飛
卿
集
箋
注
』
列
作
集
外
詩
。
而
諸
種
杜

集
亦
不
載
此
詩
、
趙
宦
光
『
絶
句
』
二
作
杜
。『
統
籤
』
二
一

一
〔
二
一
〇
の
誤
り
〕『
丙
籤
』
六
〇
杜
甫
集
末
載
此
首
、
下

注
、「
見
合
璧
事
類
。」
当
為
『
古
今
合
璧
事
類
備
要
』、
宋
謝

維
新
所
編
之
類
書
。
詩
之
帰
属
尚
難
定
。

　
『
全
唐
詩
重
出
誤
収
考
』
は
劉
禹
錫
の
作
と
す
る
『
佩
文
斎
詠
物

詩
選
』
に
は
言
及
し
な
い
が
、
杜
甫
の
詩
で
あ
る
か
温
庭
筠
の
詩
で

あ
る
か
に
限
っ
て
み
て
も
、
誰
に
帰
属
さ
せ
る
か
に
つ
い
て
は
定
め

が
た
い
と
す
る
の
は
妥
当
で
あ
ろ
う
。

二

　

康
煕
五
十
二
年
（
一
七
一
三
）
の
勅
撰
に
な
る
『
御
選
唐
詩
』
巻

二
十
七
が
（
Ａ
）
に
注
を
付
し
て
い
る
。

　
〔
起
句
〕
丘
遅
書
、
暮
春
三
月
草
長
。
皇
甫
冉
詩
、
春
雪
偏
当
夜
、

暄
風
却
変
寒
。
宋
之
問
詩
、
歌
舞
宜
連
夜
。

　
〔
承
句
〕
沈
約
詩
、
留
人
未
応
去
。
王
筠
詩
、
物
華
方
入
賞
。
陽

縉
詩
、
青
門
小
苑
物
華
新
。

　
〔
転
句
〕
孟
浩
然
詩
、
林
臥
愁
春
尽
、
開
軒
攬
物
華
。
庾
信
詩
、

夏
余
花
欲
尽
。

　
〔
結
句
〕
庾
信
詩
、
留
雪
擬
弾
琴
。
王
融
池
上
黎
花
詩
、
当
春
照

流
雪
。

　
『
御
選
唐
詩
』
は
温
庭
筠
「
嘲
三
月
十
八
日
雪
」
と
し
て
収
録
す

る
が
、
こ
れ
を
手
懸
か
り
と
し
な
が
ら
、
若
干
の
補
足
を
試
み
よ
う
。

　

起
句
か
ら
確
認
し
よ
う
。「
三
月
」
の
語
は
頻
出
す
る
の
で
、
ど

れ
が
適
切
な
出
典
で
あ
る
か
は
定
め
ら
れ
な
い
。「
丘
遅
書
」
は
、

「
与
陳
伯
之
書
」（『
梁
書
』
巻
二
〇
、「
陳
伯
之
伝
」）
で
あ
り
、「
暮

春
三
月
江
南
草
長
、
雑
花
生
樹
群
鸎
乱
飛
（
暮
春　

三
月　

江
南　

草
長
じ
、
雑
花　

樹
に
生
じ
て
群
鸎　

乱
れ
飛
ぶ
）。」
と
あ
る
。
杜
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詩
で
は
「
即
事
」（『
詳
注
』
巻
一
八
）
に
、

　
　

暮
春
三
月
巫
峡
長　

暮
春　

三
月　

巫
峡
長
し

　
　

皛
皛
行
雲
浮
日
光　

皛
き
よ
う
き
よ
う

皛
た
る
行
雲　

日
光
に
泛
か
ぶ

と
あ
る
。「
雪
連
夜
」
に
つ
い
て
、『
御
選
唐
詩
』
は
、
皇
甫
冉
「
奉

和
対
雪
」（『
全
唐
詩
』
巻
二
〇
〇
）
か
ら
、「
春
雪
偏
当
夜
、
暄
風

却
変
寒
（
春
雪　

偏ひ
と
え
に
夜
に
当
た
り
、
暄
風　

却
っ
て
寒
き
を
変

ず
）」
の
句
と
宋
之
問
の
詩
を
引
く
が
、
宋
之
問
の
「
広
州
朱
長
史

座
観
妓
」（『
全
唐
詩
』
巻
五
三
）
に
は
、「
歌
舞
須
連
夜
、
神
仙
莫

放
帰
（
歌
舞　

須
く
夜
に
連
な
る
べ
し
、
神
仙　

放
ち
帰
る
こ
と
莫

か
れ
）」
と
あ
っ
て
、
引
用
と
は
異
同
が
あ
る
。
た
だ
し
、「
雪
」
と

「
連
」
と
が
結
び
つ
い
た
例
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
に
二
人
の
作
に
分

割
し
た
用
例
を
引
か
な
く
と
も
、
杜
詩
に
は
、
こ
れ
は
馬
の
毛
艶
を

喩
え
た
も
の
だ
が
、「
痩
馬
行
」（『
詳
注
』
巻
六
）
に
、

　
　

皮
乾
剥
落
雑
泥
滓　

皮
乾
き
て
剥
落　

泥
滓
雑ま

じ

わ
り

　
　

毛
暗
蕭
條
連
雪
霜　

毛
暗
く
し
て
蕭
條　

雪
霜
連
な
る

と
い
う
例
が
あ
る
。
杜
詩
に
は
「
連
夜
」
の
用
例
は
見
ら
れ
な
い
。

　

承
句
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。「
未
応
」
の
出
典
と
し
て
引
か
れ
る

沈
約
の
詩
と
は
「
翫
庭
柳
詩
」（
逯
欽
立
『
梁
詩
』
巻
七
、『
玉
台
新

詠
』
巻
五
は
「
詠
柳
」
に
作
る
。
以
下
、
逯
欽
立
を
省
略
）
で
あ
り
、

「
遊
人
未
応
去
、
為
此
還
故
郷 

（
遊
人　

未
だ
応
に
去
る
べ
か
ら
ず
、

此
れ
が
為
に
故
郷
に
還
ら
ん
）」
と
あ
る
。
杜
詩
に
も
用
例
が
あ
り
、

「
三
絶
句
」〈
其
一
〉（『
詳
注
』
巻
一
一
）
に
、

　
　

楸
樹
馨
香
倚
釣
磯　

楸
樹　

馨
香
あ
り
て
釣
磯
に
倚
る

　
　

斬
新
花
蘂
未
応
飛　

斬
新
の
花
蘂　

未
だ
応
に
飛
ぶ
べ
か
ら
ず

と
あ
り
、「
題
衡
山
県
文
宣
王
廟
新
学
堂
、
呈
陸
宰
」（『
詳
注
』
巻

二
三
）
に
は
、

　
　

周
室
宜
中
興　

周
室　

宜
し
く
中
興
す
べ
し

　
　

孔
門
未
応
棄　

孔
門　

未
だ
応
に
棄
つ
べ
か
ら
ず

と
い
う
。「
物
華
」
に
つ
い
て
『
御
選
唐
詩
』
は
王
筠
「
望
夕
霽

詩
」（『
梁
詩
』
巻
二
四
）
か
ら
、「
物
華
方
入
賞
、
跂
予
心
期
会

（
物
華　

方
に
賞
に
入
り
、
跂つ

ま
だち

て
予わ

れ

心
に
会
す
る
を
期
す
）」
の
句

と
陽
縉
「
俠
客
控
絶
影
詩
」（『
陳
詩
』
巻
六
）
か
ら
、「
青
門
小
苑

物
華
新
、
花
開
鳥
弄
会
芳
春
（
青
門
の
小
苑　

物
華
新
た
に
、
花
開

き
鳥
弄
し
て
芳
春
に
会
す
）」
の
句
を
引
く
。「
物
華
」
の
語
は
梁
代

頃
か
ら
詩
に
用
い
ら
れ
始
め
た
ら
し
く
、
王
僧
孺
「
至
牛
渚
、
憶
魏

少
英
詩
」（『
梁
詩
』
巻
一
二
）
に
も
用
例
が
あ
る
。
た
だ
し
「
傷
物

華
」
と
い
う
表
現
は
（
Ａ
）
に
し
か
見
ら
れ
な
い
表
現
で
あ
る
。

　

転
句
を
見
る
。「
春
欲
尽
」
の
出
典
と
し
て
、『
御
選
唐
詩
』
は
、

孟
浩
然
「
清
明
日
宴
梅
道
士
」（『
全
唐
詩
』
巻
一
六
〇
）
か
ら
、

「
林
臥
愁
春
尽
、
開
軒
覧
物
華
（
林
に
臥
し
て
春
の
尽
き
ん
と
す
る

を
愁
え
、
軒ま

ど

を
開
き
て
物
華
を
覧
る
）」
の
句
を
引
く
。
し
か
し

「
春
欲
尽
」
と
い
う
表
現
は
、
崔
国
輔
「
奉
和
聖
製
上
巳
祓
禊
、
応



 
（45）

制
」（『
全
唐
詩
』
巻
一
一
九
）
に
、「
魚
竜
百
戯
浮
、
桃
花
春
欲
尽

（
魚
竜　

百
戯
浮
か
び
、
桃
花　

春
尽
き
ん
と
欲
す
）」
と
見
え
、
杜

詩
に
も
「
絶
句
漫
興
九
首
」〈
其
五
〉（『
詳
注
』
巻
九
）
に
、

　
　

腸
断
江
春
欲
尽
頭　

腸
は
断
ゆ
江
春　

尽
き
ん
と
欲
す
る
頭

ほ
と
り

　
　

杖
藜
徐
歩
立
芳
洲　

藜
を
杖つ

き
徐お

も
むろ

に
歩
み
て
芳
洲
に
立
つ

と
あ
る
ほ
か
、「
官
池
春
雁
、
二
首
」〈
其
二
〉（『
詳
注
』
巻
一
二
）

に
も
用
例
が
あ
る
。「
庾
信
詩
」
と
は
、「
入
彭
城
館
詩
」（『
北
周

詩
』
巻
二
）
で
あ
り
、「
夏
余
花
欲
尽
、
秋
近
燕
将
稀
（
夏
余　

花

は
尽
き
ん
と
欲
し
、
秋
近
く
し
て
燕
は
将
に
稀
な
ら
ん
と
す
）」
の

句
が
あ
る
。

　
『
御
選
唐
詩
』
は
「
只
縁
〔
祇
縁
〕」
の
出
典
を
示
さ
な
い
が
、
劉

長
卿
「
小
鳥
篇
、
上
裴
尹
」（『
全
唐
詩
』
巻
一
五
一
）
に
、「
只
縁

六
翮
不
自
致
、
長
似
孤
雲
無
所
依
（
只
だ
六
翮
の
自
ら
致
さ
ざ
る
に

縁よ

り
、
長
く
孤
雲
の
依
る
所
無
き
に
似
た
り
）」
と
あ
り
、
杜
詩
に

も
「
又
呈
呉
郎
」（『
詳
注
』
巻
二
〇
）
に
、

　
　

不
為
困
窮
寧
有
此  

困
窮
の
為
な
ら
ず
ん
ば
寧
ぞ
此
れ
有
ら
ん

や

　
　

祇
縁
恐
懼
転
須
親　

祇た

だ
恐
懼
す
る
に
縁
り
て
転う

た

た
須
く
親
し

む
べ
し

と
見
え
て
い
る
。

　

結
句
は
ど
う
か
。『
御
選
唐
詩
』
は
「
留
著
」
の
出
典
と
し
て
庾

信
「
詠
春
近
余
雪
、
応
詔
」（『
北
周
詩
』
巻
四
）
か
ら
、「
待
花
将

対
酒
、
留
雪
擬
弾
琴
（
花
を
待
ち
て
将
に
酒
に
対む
か

わ
ん
と
し
、
雪
を

留
め
て
琴
を
弾
か
ん
と
擬す

）」
の
句
を
引
く
。
こ
れ
を
引
い
た
の
は

「
着
」「
留
」
と
「
雪
」
の
関
連
に
着
目
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
「
留
著
〔
着
〕」
の
語
は
、
そ
れ
ほ
ど
稀
見
の
語
で
は
な
い
。
唐

代
以
前
の
用
例
は
見
ら
れ
な
い
よ
う
だ
が
、
杜
審
言
「
代
張
侍
御
傷

美
人
」（『
全
唐
詩
』
巻
六
二
）
に
、「
応
憐
脂
粉
気
、
留
著
舞
衣
中

（
応
に
憐
れ
む
べ
し
脂
粉
の
気
の
、
舞
衣
の
中
に
留
著
す
る
を
）」

と
見
え
、
李
白
「
宮
中
行
楽
詞
、
八
首
」〈
其
四
〉（『
全
唐
詩
』
巻

一
六
四
）
に
も
、「
莫
教
明
月
去
、
留
著
酔
嫦
娥
（
明
月
を
し
て
去

ら
し
む
る
莫
か
れ
、
留
著
し
て
嫦
娥
を
酔
わ
し
め
ん
）」
と
あ
る
。

ま
た
『
御
選
唐
詩
』
が
王
融
「
詠
池
上
梨
花
詩
」（『
斉
詩
』
巻
二
）

か
ら
、「
芳
春
照
流
雪
、
深
夕
映
繁
星
（
芳
春　

流
雪
に
照
り
、
深

夕　

繁
星
に
映
ず
）」
の
句
を
引
い
て
い
る
の
は
、
こ
れ
が
「
梨

花
」
と
「
雪
」
を
詠
じ
て
い
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
王
融
の
こ
の
詩
に

和
し
た
劉
絵
「
和
池
上
梨
花
詩
」（『
斉
詩
』
巻
五
）
も
あ
る
。「
梨

花
」
が
詩
に
詠
じ
ら
れ
る
の
は
南
斉
期
に
始
ま
っ
た
ら
し
い
。
唐
代

に
入
る
と
用
例
は
さ
ら
に
増
え
、
李
白
の
詩
の
例
を
挙
げ
る
と
、

「
宮
中
行
楽
詞
、
八
首
」〈
其
二
〉（
同
前
）
に
、
梨
の
花
を
白
雪
に

喩
え
て
詠
じ
た
、「
柳
色
黄
金
嫩
、
梨
花
白
雪
香
（
柳
色　

黄
金
嫩や

わ

ら
か
に
、
梨
花　
白
雪
香
る
）」
（
3
）

の
句
が
見
え
る
。
こ
の
句
な
ど
が
（
Ａ
）
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の
発
想
の
源
泉
に
な
っ
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
。「
梨
花
」
は
杜
詩

に
も
一
例
が
あ
り
、「
曲
江
対
酒
」（『
詳
注
』
巻
六
）
に
次
の
よ
う

に
あ
る
。

　
　

桃
花
細
逐
梨
花
落　

桃
花　

細
か
に
梨
花
を
逐
い
て
落
ち

　
　

黄
鳥
時
兼
白
鳥
飛　

黄
鳥　

時
に
白
鳥
と
兼と

も

に
飛
ぶ

三

　

次
に
（
Ｂ
）
の
出
典
と
詩
題
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
こ
う
。

　
『
校
注
』
は
こ
の
詩
に
、
以
下
の
よ
う
な
按
語
を
付
し
て
い
る
。

こ
の
詩
の
出
処
に
つ
い
て
の
検
討
は
ほ
ぼ
こ
れ
に
尽
き
て
い
よ
う
。

こ
れ
も
長
く
な
る
が
そ
の
ま
ま
引
用
す
る
。

　

按
、
此
拠
宋
蒲
積
中
編
《
古
今
歳
時
雑
詠
》
巻
一
一
《
寒
食

上
》
所
載
、
題
為
杜
甫
詩
。
陳
尚
君
於
《
全
唐
詩
補
編
・
続

拾
》
巻
一
五
按
云
、「《
古
今
歳
時
雑
詠
》
各
類
詩
均
分
為
古

詩
・
今
詩
二
部
分
、
古
詩
為
宋
綬
《
歳
時
雑
詠
》
原
編
、
今
詩

始
為
蒲
積
中
所
輯
。
宋
綬
為
宋
敏
求
之
父
、
卒
於
慶
暦
初
。
其

時
王
洙
本
《
杜
工
部
集
》
雖
已
編
成
、
尚
未
刊（
4
）
佈
。
宋
綬
所
拠

材
料
、
有
為
王
洙
未
及
見
者
。《
古
今
歳
時
雑
詠
》
在
宋
明
二

代
流
布
未
広
、
故
治
杜
詩
者
多
未
見
之
。
此
詩
各
本
《
杜
集
》

皆
失
収
。
今
亟
録
出
、
以
供
治
杜
者
研
究
。」

　

確
か
に
『
歳
時
雑
詠
』
に
は
五
律
「
寒（
5
）
食
」
（『
詳
注
』
巻
一
〇
）、

五
律
「
一
百
五
日
夜
、
対
月
」（『
詳
注
』
巻
四
）
と
と
も
に
こ
の
詩

が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
陳
尚
君
は
こ
の
詩
が
十
分
に
考
察
の
対
象
に

な
る
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

詩
題
に
見
え
る
「
蘇
二
」
に
つ
い
て
は
、
陳
冠
明
・
孫
愫
婷
撰

『
杜
甫
親
眷
交
遊
行
年
考
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
六
）
に
以

下
の
よ
う
な
考
証
が
あ
り
、「
季
秋
、
蘇
五
弟
纓
、
江
楼
夜
宴
崔
十

三
評
事
韋
少
府
姪
、
三
首
」（『
詳
注
』
巻
二
〇
）
と
「
戯
寄
崔
評
事

表
姪
蘇
五
表
弟
韋
大
少
府
諸
姪
」（
同
上
）
と
の
関
連
を
考
慮
し
て
、

大
暦
二
年
（
七
六
七
）
こ
ろ
、
虁
州
（
重
慶
市
奉
節
県
）
で
書
か
れ
、

蘇
二
は
蘇
五
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

蘇
二　

名
未
詳
。《
全
唐
詩
続
拾
遺
》
巻
十
五
拠
《
古
今
歳

時
雑
詠
》
巻
十
一
補
録
杜
甫
《
寒
食
夜
蘇
二
宅
》
詩
。
此
詩
未

知
作
於
何
時
何
地
。
按
、
杜
甫
有
表
弟
蘇
五
纓
。
大
暦
二
年

（
七
六
七
）、
杜
甫
在
虁
州
、
有
《
季
秋
蘇
五
弟
纓
江
楼
夜
宴
崔

十
三
評
事
韋
少
府
姪
三
首
》・《
戯
寄
崔
評
事
表
姪
蘇
五
表
弟
韋

大
少
府
諸
姪
》
詩
。
而
此
詩
云
、「
客
涙
聞
歌
掩
、
帰
心
畏
酒

知
。」
似
在
其
間
。
蘇
二
或
為
蘇
五
之
訛
、
亦
未
可
知
。

　

そ
れ
で
は
首
聯
か
ら
検
討
し
て
み
よ
う
。「
寒
食
」
の
語
は
頻
出

す
る
が
、
こ
れ
が
詩
に
用
い
ら
れ
る
の
は
何
遜
「
与
崔
録
事
別
、
兼

敍
携
手
」（『
梁
詩
』
巻
八
）
に
見
え
る
、「
復
道
中
寒
食
、
弥
留
曠

不
平
（
復
た
道い

う
寒
食
に
中あ

た

る
と
、
弥ひ

さ

し
く
留
ま
り
曠
と
し
て
平
ら
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か
な
ら
ず
）」
と
い
う
句
な
ど
が
早
い
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
「
堪
坐
」
と
い
う
表
現
自
体
は
唐
代
以
前
に
は
見
え
ず
、
唐
詩
に

お
い
て
は
「
那
〔
何
〕
堪
…
…
」
な
ど
と
反
語
を
示
す
形
で
見
え
る
。

「
堪
」
と
「
坐
」
が
関
連
し
て
用
い
ら
れ
る
例
と
し
て
は
、
張
易
之

「
出（
6
）
塞
」（『
全
唐
詩
』
巻
八
〇
）
に
、「
誰
堪
坐
秋
思
、
羅
袖
払
空
牀

（
誰
か
堪
え
ん
坐
し
て
秋
思
す
る
に
、
羅
袖　

空
牀
を
払
う
）」
の
句

が
あ
る
。
ま
た
王
維
「
李
陵
詠
」（『
全
唐
詩
』
巻
一
二
五
）
に
は
、

「
少
小
蒙
漢
恩
、
何
堪
坐
思
此
（
少
小
よ
り
漢
恩
を
蒙
る
、
何
ぞ
堪

え
ん
此
に
坐
思
す
る
を
）」
と
い
い
、
さ
ら
に
李
白
「
春
日
独
坐
、

寄
鄭
明
府
」（『
全
唐
詩
』
巻
一
七
二
）
に
も
用
例
が
あ
る
。「
春

参
」
は
、
春
の
夜
空
に
懸
か
る
オ
リ
オ
ン
座
の
三
つ
星
だ
が
、
少
な

く
と
も
宋
代
以
前
に
用
例
は
見
出
せ
ず
、「
夕
已
垂
」
と
完
全
に
重

な
る
用
例
も
見
出
せ
な
い
。「
已
垂
」
は
、
沈
約
「
詠
簷
前
竹
詩
」

（『
梁
詩
』
巻
七
）
に
、「
萌
開
籜
已
垂
、
結
葉
始
成
枝
（
萌ぼ

う

開
き
て

籜た
く

已
に
垂
れ
、
葉
を
結
び
て
始
め
て
枝
を
成
す
）」
と
あ
り
、
虞
羲

「
数
名
詩
」（『
梁
詩
』
巻
五
）
に
、「
二
毛
颯
已
垂
、
家
貧
無
所
択

（
二
毛　

颯さ
つ

と
し
て
已
に
垂
れ
、
家
貧
し
く
し
て
択
ぶ
所
無
し
）」
な

ど
と
あ
っ
て
、
竹
の
子
の
皮
や
毛
髪
が
垂
れ
る
こ
と
に
用
い
ら
れ
る
。

天
体
に
つ
い
て
い
う
の
は
、
例
え
ば
「
星
垂
」
を
例
に
と
る
と
、
杜

甫
か
ら
始
ま
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。「
旅
夜
書
懐
」（『
詳
注
』
巻

一
四
）
に
は
、
よ
く
知
ら
れ
た
次
の
句
が
あ
る
。

　
　

星
垂
平
野
闊　

星
垂
れ
て
平
野
闊
く

　
　

月
湧
大
江
流　

月
湧
い
て
大
江
流
る

　

ま
た
銭
起
「
過
王
舎
人
宅
」（『
全
唐
詩
』
巻
二
三
八
）
の
、「
彩

筆
有
新
詠
、
文
星
垂
太
虚
（
彩
筆　

新
詠
有
り
、
文
星　

太
虚
に
垂

る
）」
と
い
う
例
は
、『
易
』
繫
辞
伝
上
に
見
え
る
「
天
垂
象
見
吉
凶
、

聖
人
象
之
（
天
は
象
を
垂
れ
吉
凶
を
見あ
ら
わし

、
聖
人
は
之
に
象
る
）。」

を
踏
ま
え
て
い
る
。
杜
詩
の
用
例
と
類
似
す
る
も
の
を
挙
げ
て
お
け

ば
、
楊
凝
「
夜
泊
渭
津
」（『
全
唐
詩
』
巻
二
九
〇
）
に
、「
遠
処
星

垂
岸
、
中
流
月
満
船
（
遠
処　

星
は
岸
に
垂
れ
、
中
流　

月
は
船
に

満
つ
）」
と
あ
り
、
李
頻
「
送
友
人
往
振
武
」（『
全
唐
詩
』
巻
五
八

七
）
に
、「
磧
夜
星
垂
地
、
雲
明
火
上
楼
（
磧せ

き

夜や　

星
は
地
に
垂
れ
、

雲
明　

火
は
楼
に
上
る
）」
と
あ
る
。
こ
の
二
篇
は
杜
詩
に
学
ん
だ

も
の
か
も
知
れ
な
い
。

  

つ
い
で
頷
聯
を
見
よ
う
。「
好
風
」
は
陶
淵
明
「
読
山
海
経
詩
、

十
三
首
」〈
其
一
〉（『
晋
詩
』
巻
一
七
）
に
、「
微
雨
従
東
来
、
好
風

与
之
俱
（
微
雨　

東
よ
り
来
り
、
好
風　

之
と
俱
に
す
）」
と
あ
る

の
が
早
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
唐
代
に
入
っ
て
も
用
例
は
多
い
が
、
杜

審
言
「
大
酺
」（『
全
唐
詩
』
巻
六
二
）
に
は
、「
梅
花
落
処
疑
残
雪
、

柳
葉
開
時
任
好
風
（
梅
花
落
つ
る
処　

残
雪
か
と
疑
う
、
柳
葉　

開

く
時　

好
風
に
任
さ
ん
）」
と
い
う
句
が
あ
る
。
こ
れ
に
も
「
柳

葉
」
と
「
好
風
」
と
が
詠
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
留
意
さ
れ
る
。
こ
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の
語
は
李
白
「
杭
州
送
裴
大
沢
、
時
赴
廬
州
長
史
」（『
全
唐
詩
』
巻

一
七
六
）
に
も
「
好
風
吹
落
日
、
流
水
引
長
吟
（
好
風　

落
日
を
吹

き
、
流
水　

長
吟
を
引
く
）」
と
見
え
て
い
る
。
た
だ
し
、「
好
風
」

の
語
は
杜
詩
に
は
見
ら
れ
な
い
。「
清
月
」
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

最
も
早
い
の
は
、
王
融
「
清
楚
引
」（『
斉
詩
』
巻
二
）
に
見
え
る

「
清
月
冏
将
曙
、
浩
露
零
中
宵
（
清
月　

冏あ
き

ら
か
に
し
て
将
に
曙あ

け

ん
と
し
、
浩
露　

中
宵
に
零お

つ
）」
と
い
う
例
だ
ろ
う
。
唐
代
に
入

る
と
崔
湜
「
唐
都
尉
山
池
」（『
全
唐
詩
』
巻
五
四
）
に
、「
幽
尋
惜

未
已
、
清
月
半
西
楼
（
幽
尋　

未
だ
已
ま
ざ
る
を
惜
し
む
、
清
月　

西
楼
に
半
ば
な
り
）」
と
あ
り
、
杜
甫
「
宴
王
使
君
宅
題
、
二
首
」

〈
其
二
〉（『
詳
注
』
巻
二
二
）
に
も
、

　
　

江
湖
堕
清
月　

江
湖　

清
月
堕
つ

　
　

酩
酊
任
扶
還　

酩
酊
し
て
扶
還
に
任
さ
ん

と
、
一
例
が
見
え
て
い
る
。「
花
枝
」
は
、
謝
脁
「
与
江
水
曹
至
干

浜
戯
詩
」（『
斉
詩
』
巻
四
）
に
見
え
る
、「
花
枝
聚
如
雪
、
（
7
）

蕪
糸
散

猶
網
（
花
枝　

聚
ま
り
て
雪
の
如
く
、
蕪
糸　

散
じ
て
猶
お
網
の
ご

と
し
）」
と
い
う
例
が
早
い
も
の
だ
ろ
う
。
唐
詩
で
は
元
稹
「
仁
風

李
著
作
園
、
酔
後
寄
李
十
」（『
全
唐
詩
』
巻
四
一
二
）
に
、「
照
花

枝
」
と
い
う
形
で
の
用
例
も
あ
る
。「
朧
明
春
月
照
花
枝
、
花
下
音

（
8
）

声
是
菅
児
（
朧
明
の
春
月　

花
枝
を
照
ら
し
、
花
下
の
音
声　

是
れ

管
児
）」
と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。「
朧
明
」
は
、
月
光
が
う
す
ぼ

ん
や
り
と
射
し
こ
む
さ
ま
。「
管
児
」
は
、
笛
。
ま
た
、
崔
道
融

「
長
門
怨
」（『
全
唐
詩
』
巻
七
一
四
）
に
も
、「
長
門
春
欲
尽
、
明
月

照
花
枝
（
長
門　

春
尽
き
ん
と
欲
し
、
明
月　

花
枝
を
照
ら
す
）」

と
い
う
句
が
あ
る
。
杜
甫
「
酬
郭
十
五
判
官
」（『
詳
注
』
巻
二
二
）

に
は
、

　
　

薬
裹
関
心
詩
総
廃　

薬
裹　

関
心　

詩
総
て
廃
す
る
に

　
　

花
枝
照
眼
句
還
成　

花
枝　

眼
を
照
ら
し
て
句
還ま

た
成
る

と
あ
り
、『
詳
注
』
は
梁
・
武
帝
「
春
歌
」
の
「
階
上
香
入
懐
、
庭

中
花
照
眼
（
階
上　

香
り
懐
に
入
り
、
庭
中　

花　

眼
を
照
ら

す
）」
の
句
を
典
拠
と
し
て
引
く
。

　

つ
い
で
頸
聯
を
見
よ
う
。「
客
涙
」
は
、
杜
詩
に
は
「
過
（
9
）

客
涙
」

も
含
め
る
と
四
例
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
う
ち
「
九
成
宮
」（『
詳
注
』

巻
五
）
に
は
、

　
　

哀
猿
啼
一
声　

哀
猿　

啼
く
こ
と
一
声

　
　

客
涙
迸
林
藪　

客
涙　

林
藪
に
迸

ほ
と
ば
しる

の
句
が
あ
り
、『
詳
注
』
は
劉
珊
「
賦
得
馬
詩
」（『
陳
詩
』
巻
六
）

か
ら
「
辺
声
隕
客
涙
（
辺
声　

客
涙
隕お

つ
）」
の
句
を
引
い
て
い
る
。

し
か
し
、
用
例
と
し
て
は
謝
朓
「
同
詠
楽
器
・
琴
」（『
斉
詩
』
巻

四
）
に
見
え
る
「
是
時
繰
別
鶴
、
淫
淫
客
涙
垂
（
是
の
時　

別
鶴
を

繰
れ
ば
、
淫
淫
と
し
て
客
涙
垂
る
）」
の
句
が
早
い
も
の
で
あ
ろ
う
。

杜
詩
の
、
他
の
二
例
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
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天
風
随
断
柳　

天
風　

断
柳
に
随
い

　
　

客
涙
堕
清
笳　

客
涙　

清
笳
に
堕
つ

　
　
　
　
「
遣
懐
」（『
詳
注
』
巻
七
）

　
　

秪
応
尽
客
涙　

秪た

だ
応
に
客
涙
を
尽
く
し
て

　
　

復
作
掩
荊
扉　

復
た
荊
扉
を
掩お

お

う
こ
と
を
作な

す
べ
し

　
　
　
　
「
贈
韋
賛
善
別
」（『
詳
注
』
巻
一
一
）

  

後
者
に
は
「
客
涙
」
以
外
に
「
掩
」
も
見
ら
れ
る
。「
聞
歌
掩
」

と
い
う
表
現
そ
の
も
の
の
用
例
は
見
ら
れ
な
い
が
、「
掩
歌
扇
」、

「
掩
歌
脣
」
と
い
っ
た
表
現
は
杜
甫
以
前
に
も
散
見
す
る
。
ま
た

「
聞
歌
」
に
似
た
表
現
は
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
た
だ
し
杜
詩
に
お

い
て
は
「
征
夫
」（『
詳
注
』
巻
一
二
）
に
、

　
　

路
衢
唯
見
哭　

路
衢　

唯
だ
哭
す
る
を
見

　
　

城
市
不
聞
歌　

城
市　

歌
を
聞
か
ず

と
い
う
、
否
定
形
で
用
い
ら
れ
る
例
が
見
え
る
の
み
で
あ
る
。「
帰

心
」、
故
郷
へ
帰
り
た
い
と
い
う
願
い
、
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ

の
語
の
用
例
は
多
い
。
早
い
も
の
は
王
讃
「
雑
詩
」（『
文
選
』
巻
二

九
、『
晋
詩
』
巻
八
）
に
、「
朔
風
動
秋
草
、
辺
馬
有
帰
心
（
朔
風　

秋
草
を
動
か
し
、
辺
馬　

帰
心
有
り
）」
と
見
え
る
。
唐
詩
に
お
い

て
も
盧
照
鄰
「
九
月
九
日
、
登
玄
武
山
」（『
全
唐
詩
』
巻
四
二
）
に
、

「
九
月
九
日
眺
山
川
、
帰
心
帰
望
積
風
塵
（
九
月
九
日　

山
川
を
眺

む
、
帰
心　

帰
望　

風
塵
積
む
）」
と
あ
り
、
李
白
「
寄
東
魯
二
稚

子
」（『
全
唐
詩
』
巻
一
七
二
）
に
も
用
例
が
あ
っ
て
、
杜
詩
に
は

「
長
江
、
二
首
」〈
其
一
〉（『
詳
注
』
巻
一
四
）
な
ど
に
三
例
が
見
え

る
。
こ
こ
は
「
上
後
園
山
脚
」（『
詳
注
』
巻
一
九
）
を
引
い
て
お
こ

う
。

　
　

時
危
無
消
息　

時
危
う
く
し
て
消
息
無
し

　
　

老
去
多
帰
心　

老
い
去
り
て
帰
心
多
し

　
「
帰
心
畏
酒
知
」
の
句
の
「
畏
酒
知
」
に
つ
い
て
は
全
く
類
例
を

見
な
い
。「
畏
酒
」
に
つ
い
て
は
、
蘇
軾
「
叔
弼
云
、
履
常
不
飲
故

不
作
詩
、
勧
履
常
飲
」（『
東
坡
全
集
』
巻
一
九
）
に
、「
我
本
畏
酒

人
、
臨
觴
未
嘗
訴
（
我
本も

と
酒
を
畏
る
る
人
、
觴
に
臨
ん
で
未
だ
嘗

て
訴
え
ず
）」
と
あ
り
、
陸
游
「
病
酒
宿
土
坊
駅
」（『
剣
南
詩
稿
』

巻
一
三
）
に
、「
少
時
見
酒
喜
欲
舞
、
老
大
畏
酒
如
畏
虎
（
少
時　

酒
を
見
て
喜
び
て
舞
わ
ん
と
欲
す
、
老
大　

酒
を
畏
る
る
こ
と
虎
を

畏
る
る
が
如
し
）」
と
、
宋
代
の
例
が
あ
る
。

　

最
後
に
尾
聯
を
見
て
み
よ
う
。「
佳
辰
〔
嘉
辰
〕」
は
唐
代
以
前
の

用
例
と
し
て
、
賦
で
は
応
瑒
「
西
狩
賦
」（『
芸
文
類
聚
』
巻
六
六
）

に
、「
既
乃
練
吉
日
、
練
嘉
辰
（
既
に
乃
ち
吉
日
を
練え

ら

び
、
嘉
辰
を

練
ぶ
）。」
と
あ
り
、
詩
で
は
王
筠
「
五
日
、
望
採
拾
詩
」（『
梁
詩
』

巻
二
四
）
に
、「
長
糸
表
良
節
、
金
縷
応
嘉
辰
（
長
糸　

良
節
を
表

し
、
金
縷　

嘉
辰
に
応
ず
）」
と
あ
る
の
を
早
い
例
と
し
て
唐
詩
に

も
多
い
。
杜
詩
の
二
例
を
引
い
て
お
こ
う
。
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佳
辰
対
群
盗　

佳
辰　

群
盗
に
対
す

　
　

愁
絶
更
堪
論　

愁
絶　

更
に
論
ず
る
に
堪
え
ん
や

　
　
　
　
「
九
日
、
五
首
」〈
其
四
〉（『
詳
注
』
巻
二
〇
）

　
　

佳
辰
強
飲
食
猶
寒　

佳
辰　

強
い
て
飲
め
ば
食
猶
お
寒つ

め
たし

　
　

隠
几
蕭
條
戴
鶡
冠　

几
に
隠よ

り
蕭
條
と
し
て
鶡
冠
を
戴
く

　
　
　
　
「
小
寒
食
、
舟
中
作
」（『
詳
注
』
巻
二
三
）

　

こ
れ
を
見
る
限
り
で
は
杜
甫
は
「
佳
辰
」
を
心
底
か
ら
楽
し
む
こ

と
が
で
き
て
は
い
な
い
。「
邀
賞
」
は
ど
う
か
。『
漢
語
大
詞
典
』
で

は
、「
求
取
賞
賜
。」
と
し
て
、『
資
治
通
鑑
』
唐
・
高
祖
武
徳
九
年

（
六
二
六
）
の
記
事
を
引
い
て
（
10
）

い
る
。
こ
の
語
が
詩
に
用
い
ら
れ
る

の
は
、
元
・
馬
祖
常
（
一
二
七
九
〜
一
三
三
八
）
の
「
呉
宗
師
送
牡

丹
」（『
元
詩
選
』
初
集
・
丙
集
『
石
田
集
』）
に
、「
十
五
年
前
花
発

時
、
仙
翁
邀
賞
酔
瑶
池
（
十
五
年
前　

花
発ひ

ら

き
し
時
、
仙
翁　

賞
を

邀も
と

め
て
瑶
池
に
酔
う
）」
と
あ
る
の
が
最
初
で
は
な
い
か
。「
忽
忽
」

は
、
多
様
な
意
味
を
有
す
る
語
で
あ
る
が
、
既
に
『
楚
辞
』「
離

騒
」（『
文
選
』
巻
三
二
）
に
、
時
の
速
や
か
な
経
過
を
表
す
語
と
し

て
、「
欲
少
留
此
霊
瑣
兮
、
日
忽
忽
其
将
暮
（
少し

ば
らく

此
の
霊
瑣
に
留

ま
ら
ん
と
欲
す
る
に
、
日
は
忽
忽
と
し
て
其
れ
将
に
暮
れ
ん
と

す
）。」
と
用
い
ら
れ
て
お
り
、
杜
詩
に
は
二
例
が
見
え
て
い
る
。

　
　

忽
忽
峡
中
睡　

忽
忽
と
し
て
峡
中
に
睡
る

　
　

悲
風
方
一
醒　

悲
風
に
方ま

さ

に
一
た
び
醒
む

　
　
　
　
「
奉
酬
薛
十
二
丈
判
官
見
贈
」（『
詳
注
』
巻
一
九
）

　
　

年
年
至
日
長
為
客　

年
年　

至
日　

長つ
ね

に
客
と
為
る

　
　

忽
忽
窮
愁
泥
殺
人　

忽
忽
と
し
て
窮
愁　

人
を
泥
殺
す

　
　
　
　
「
冬
至
」（『
詳
注
』
巻
二
一
）

　
『
詳
注
』
は
後
者
に
つ
い
て
阮
籍
「
詠
懐
詩
、
八
十
二
首
」〈
其
十

八
〉（『
魏
詩
』
巻
一
〇
）
か
ら
、「
流
光
耀
四
海
、
忽
忽
（
11
）

夕
冥
（
流

光　

四
海
に
耀
き
、
忽
忽
と
し
て
夕
冥
に
至
る
）」
の
句
を
引
き
、

さ
ら
に
『

�
12
�

測
旨
』
を
引
い
て
、「
忽
忽
、
不
定
也
（
忽
忽
は
、
定
ま

ら
ざ
る
な
り
）。」
と
言
う
。（
Ｂ
）
と
杜
詩
に
お
い
て
は
、
心
が
ぼ

ん
や
り
す
る
さ
ま
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
。

　
「
更
何
為
」
は
、
こ
れ
以
上
な
に
も
す
る
こ
と
は
な
い
、
の
意
。

詩
に
お
い
て
は
唐
代
以
前
に
は
見
え
な
い
表
現
で
あ
り
、
唐
詩
で
は

徐
鉉
「
和
蕭
郎
中
午
日
見
寄
」（『
全
唐
詩
』
巻
七
五
四
、『
宋
詩

鈔
』
巻
二
『
騎
省
集
鈔
』）
に
、「
細
雨
軽
風
采
薬
時
、
褰
簾
隠
几
更

何
為
（
細
雨　

軽
風　

薬
を
采
る
時
、
簾
を
褰か

か

げ
几
に
隠よ

り
て
更
に

何
を
か
為
さ
ん
）」
と
い
う
句
が
あ
り
、
貫
休
「
思
匡
山
賈
匡
」

（『
全
唐
詩
』
巻
八
二
九
、『
唐
詩
紀
事
』
巻
七
五
）
に
も
、「
山
兄
詩

癖
甚
、
寒
夜
更
何
為
（
山
兄　

詩
癖
甚
だ
し
、
寒
夜　

更
に
何
を
か

為
さ
ん
）」
と
い
う
用
例
が
見
ら
（
13
）

れ
る
。
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四

　
『
歳
時
雑
詠
』
に
は
杜
詩
が
五
十
篇
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中

に
は
以
下
の
よ
う
な
詩
が
含
ま
れ
る
。

　
　

巻
十
一　
「
寒
食
夜
、
蘇
二
宅
」、「
寒
食
行
」

巻
三
十
四　
「
九
日
、
陪
淳
侍
中
宴
白
楼
」、「
九
日
、
奉
陪
侍

中
宴
後
亭
」、「
九
日
、
奉
陪
令
公
登
白
楼
、
同
詠
菊
」、

「
九
日
、
同
司
直
九
崔
侍
御
登
宝
鶏
南
楼
」、「
和
趙
端

公
九
日
登
石
亭
、
上
和
州
家
兄
」

　
　

巻
四
十
三　
「
慈
恩
寺
二
月
半
、
寓
言
一
首
」、「
三
月
閨
怨
」

　

こ
こ
に
挙
げ
た
詩
を
『
歳
時
雑
詠
』
は
す
べ
て
杜
甫
の
詩
と
見
な

し
て
い
る
が
、
実
は
こ
れ
ら
は
杜
甫
の
詩
で
は
な
い
。「
寒
食
行
」

（『
全
唐
詩
』
巻
二
九
八
）
は
王
建
の
作
で
あ
る
。「
九
日
、
陪
淳
侍

中
宴
白
楼
」
は
「
九
日
、
奉
陪
侍
中
宴
白
楼
」（『
全
唐
詩
』
巻
二
七

九
）
で
あ
っ
て
、
盧
綸
の
作
で
あ
り
、
以
下
、「
九
日
、
奉
陪
侍
中

宴
後
亭
」（『
全
唐
詩
』
巻
二
七
九
）、「
九
日
、
奉
陪
令
公
登
白
楼
、

同
詠
菊
」（
同
前
）、「
九
日
、
同
司
直
九
崔
侍
御
登
宝
鶏
南
楼
」（
同

前
）、「
和
趙
端
公
九
日
登
石
亭
、
上
和
州
家
兄
」（『
全
唐
詩
』
巻
二

七
七
）
も
す
べ
て
盧
綸
の
作
で
あ
る
。
ま
た
、「
慈
恩
寺
二
月
半
、

寓
言
一
首
」
は
蘇
頲
の
詩
で
あ
っ
て
、『
文
苑
英
華
』
巻
二
百
三
十

三
と
『
全
唐
詩
』
巻
七
十
四
に
収
め
ら
れ
る
。「
三
月
閨
怨
」
は
張

説
の
「
春
（
14
）

閨
怨
」
で
あ
っ
て
『
全
唐
詩
』
巻
八
十
九
に
収
め
ら
れ
る
。

つ
ま
り
『
歳
時
雑
詠
』
が
杜
甫
の
作
と
し
て
引
い
て
い
る
詩
の
う
ち

前
掲
の
七
篇
は
、
王
建
と
盧
綸
と
蘇
頲
の
詩
な
の
で
あ
る
。
冒
頭
に

引
い
た
『
校
注
』
は
、「《
古
今
歳
時
雑
詠
》
在
宋
明
二
代
流
布
未
広
、

故
治
杜
詩
者
多
未
見
之
。
此
詩
各
本
《
杜
集
》
皆
失
収
。」
と
述
べ

て
（
15
）

い
た
が
、『
歳
時
雑
詠
』
の
編
纂
に
は
か
な
り
杜
撰
な
部
分
が
あ

る
こ
と
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
『
歳
時
雑
詠
』

巻
十
一
に
収
録
さ
れ
る
七
篇
の
う
ち
、「
寒
食
行
」
を
除
く
六
篇
に

限
っ
て
み
て
も
、
こ
の
中
に
は
他
者
の
作
が
混
入
し
て
い
る
可
能
性

が
あ
る
。お

わ
り
に

　

以
上
に
述
べ
て
き
た
こ
と
を
ま
と
め
て
お
く
な
ら
ば
以
下
の
よ
う

に
な
ろ
う
。

　
（
Ａ
）
の
詩
か
ら
、
特
定
の
詩
を
下
敷
き
に
し
た
痕
跡
は
う
か
が

え
な
い
。
出
典
か
ら
考
え
る
な
ら
ば
南
朝
時
代
の
詩
を
意
識
す
る
こ

と
が
多
い
よ
う
で
あ
り
、
結
句
に
限
っ
て
見
れ
ば
、
李
白
の
詩
を
意

識
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
た
だ
し
、「
梨
花
」
の
白
さ

を
雪
の
白
さ
に
喩
え
る
こ
と
は
南
朝
時
代
か
ら
し
ば
し
ば
見
ら
れ
た

発
想
で
あ
り
、
取
り
立
て
て
新
鮮
味
が
あ
る
と
は
言
え
な
い
。

　

杜
甫
は
詩
語
の
選
択
と
彫
琢
に
心
血
を
注
い
だ
。
伝
統
的
な
詩
語
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に
新
た
な
価
値
を
見
出
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
時
に
は
新
た
な
詩
語

の
開
拓
・
発
見
に
至
る
ほ
ど
精
力
を
傾
注
し
た
の
で
（
16
）

あ
る
。
そ
う
い

っ
た
点
か
ら
す
る
と
こ
の
詩
は
明
ら
か
に
様
相
を
異
に
す
る
。
し
た

が
っ
て
こ
の
詩
が
仮
に
杜
甫
の
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
杜
詩
の

評
価
に
つ
い
て
何
ら
か
の
新
見
を
付
加
す
る
も
の
と
は
な
ら
な
い
で

あ
ろ
う
。

　
（
Ｂ
）
は
ど
う
か
。
先
に
見
て
き
た
よ
う
に
、（
Ｂ
）
に
は
特
定
の

作
者
や
作
品
に
依
拠
す
る
傾
向
は
見
出
せ
な
い
。
そ
の
中
で
注
目
さ

れ
る
の
は
、「
邀
賞
」、
及
び
「
更
何
為
」
と
い
う
表
現
で
あ
る
。
こ

う
し
た
表
現
は
晩
唐
以
前
に
は
見
出
せ
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、

こ
の
詩
が
誰
の
作
な
の
か
は
特
定
で
き
な
い
に
し
て
も
、『
歳
時
雑

詠
』
が
南
宋
・
紹
興
十
七
年
（
一
一
四
七
）
の
蒲
積
中
の
自
序
を
有

す
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
晩
唐
以
降
、
南
宋
以
前
の
作
者
の
手
に
な

っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。『
歳
時
雑
詠
』

だ
け
が
（
Ｂ
）
を
杜
甫
の
詩
と
し
て
収
録
す
る
こ
と
に
は
大
き
な
疑

問
が
残
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

先
に
引
い
た
『
校
注
』
は
『
歳
時
雑
詠
』
の
流
布
は
限
ら
れ
て
い

た
と
い
う
が
、
少
な
く
と
も
朱
翌
（
一
〇
九
八
〜
一
一
六
七
）
の

『
猗
覚
寮
雑
記
』
巻
上
、
王
応
麟
（
一
二
二
三
〜
一
二
九
六
）
の

『
玉
海
』
巻
十
二
、
王
士
禛
（
一
六
三
四
〜
一
七
一
一
）
の
『
居
易

録
』
巻
十
二
に
は
『
歳
時
雑
詠
』
か
ら
の
引
用
、
も
し
く
は
言
及
が

あ
る
。
つ
ま
り
、
一
部
の
識
者
に
は
こ
の
詩
の
存
在
は
知
ら
れ
て
い

た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
な
お
こ
の
詩
が
他
の
書
物
に
収
録
さ
れ
な

か
っ
た
の
は
、
こ
の
詩
が
偽
作
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
証
左
な

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
　

注

（
1
）
王
大
淳
『
丹
鉛
總
録
箋
證
』（
浙
江
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
三
）、「
杜

逸
詩
」
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
指
摘
が
あ
る
。

　
　
『
三
月
雪
連
夜
』
一
首
、
除
《
合
璧
事
類
》
外
、
宋
陳
景
沂
《
全
芳

備
祖
集
前
集
》
巻
九
・《
石
倉
歴
代
詩
選
》
巻
四
十
五
亦
作
杜
詩
。
然

拠
宋
蒲
積
中
《
歳
時
雑
詠
》
巻
四
十
三
・
洪
邁
《
万
首
唐
人
絶
句
》

五
言
巻
二
十
一
則
作
温
庭
筠
詩
、
詩
題
《
嘲
三
月
十
八
日
雪
》、
亦
収

入
《
温
飛
卿
詩
集
》、
疑
非
杜
作
。
又
《
御
定
佩
文
斎
詠
物
詩
選
》
巻

十
四
題
作
劉
禹
錫
詩
、
詩
題
題
《
春
雪
》。
未
知
何
拠
。

（
2
）『
全
唐
詩
』
巻
二
三
四
に
は
杜
甫
「
闕
題
」
と
し
て
収
め
、「
右
一
首

及
下
逸
句
、
見
合
璧
事
類
。」
と
言
う
が
、
温
庭
筠
「
嘲
三
月
十
八
日

雪
」
と
し
て
収
め
る
巻
五
八
三
に
注
は
な
い
。

（
3
）
李
白
「
送
別
」（『
全
唐
詩
』
巻
一
七
七
）
に
は
、「
梨
花
千
樹
雪
、
楊

葉
万
條
煙
（
梨
花　

千
樹
の
雪
、
楊
葉　

万
條
の
煙
）」
の
句
が
あ
る
が
、

こ
れ
と
全
く
同
じ
句
が
、『
全
唐
詩
』
巻
二
〇
〇
に
収
録
さ
れ
る
岑
参

「
送
楊
子
」
に
も
見
え
る
。
こ
れ
が
岑
参
の
詩
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

森
野
繁
夫
・
進
藤
多
万
『
岑
嘉
州
集
』（
白
帝
社
、
二
〇
〇
八
）
が
指
摘

す
る
と
お
り
、
厳
羽
『
滄
浪
詩
話
』「
考
證
」
に
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
同
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様
の
指
摘
は
魏
慶
之
『
詩
人
玉
屑
』
巻
一
一
、「
考
證
」
の
項
に
も
見
え

て
い
る
。

（
4
）
陳
尚
君
輯
校
『
全
唐
詩
続
拾
』（
中
華
書
局
、
一
九
九
二
）
巻
一
五
は

「
佈
」
を
「
布
」
に
作
る
。

（
5
）
た
だ
し
、『
詳
注
』
所
収
の
詩
と
は
異
同
が
あ
り
、「
汀
烟
」
を
「
江

烟
」
に
、「
問
不
違
」
を
「
行
不
違
」
に
作
る
。

（
6
）
同
題
で
八
句
多
い
詩
が
『
全
唐
詩
』
巻
九
九
で
は
張
柬
之
の
作
と
さ

れ
、
佟
培
基
『
全
唐
詩
重
出
誤
収
考
』（
陝
西
人
民
教
育
出
版
社
、
一
九

九
六
）
は
、
張
柬
之
の
作
と
推
定
し
て
い
る
。

（
7
）「
蕪
糸
」
を
『
芸
文
類
聚
』
巻
二
九
は
「
垂
藤
」
に
作
る
。

（
8
）『
全
唐
詩
』
に
、「
音
」
は
一
に
「
鶯
」
に
作
り
、「
是
」
は
一
に

「
似
」
に
作
る
と
い
う
。

（
9
）「
題
忠
州
竜
興
寺
所
居
院
壁
」（『
詳
注
』
巻
一
四
）
に
、「
空
看
過
客

涙
、
莫
覓
主
人
恩
（
空
し
く
看
る
過
客
の
涙
、
覓
む
る
莫
か
れ
主
人
の

恩
）」
と
あ
る
。

（
10
）『
資
治
通
鑑
』
巻
一
九
一
、
唐
紀
巻
七
、
武
徳
九
年
七
月
の
条
に
、

「
太
子
建
成
・
斉
王
元
吉
之
党
、
散
亡
在
民
間
、
雖
更
赦
令
、
猶
不
自
安
、

徼
幸
者
争
告
捕
以
邀
賞
（
太
子
建
成
・
斉
王
元
吉
の
党
、
散
亡
し
て
民

間
に
在
り
、
赦
令
を
更
あ
ら
たむ
と
雖
も
、
猶
お
自
ず
か
ら
安
ん
ぜ
ず
、
幸
い

を
徼
む
る
者
は
争
い
告
げ
捕
え
て
以
て
賞
を
邀
め
ん
と
す
）。」
と
あ
る
。

（
11
）『
詳
注
』
は
「
夕
冥
」
を
「
夕
窮
」
に
作
る
。

（
12
）『
則
旨
（
測
旨
）』
は
明
・
趙
大
綱
撰
。『
詳
注
』
に
は
三
箇
所
に
引
用

さ
れ
て
い
る
。

（
13
）
こ
の
ほ
か
姚
合
「
題
鳳
翔
西
郭
新
亭
」（『
全
唐
詩
』
巻
四
九
九
）
に

も
例
が
あ
る
が
、『
全
唐
詩
』
の
注
に
、「
更
何
」
は
「
一
作
信
虚
」
と

あ
る
の
で
除
外
し
た
。

（
14
）『
唐
詩
紀
事
』
巻
一
三
は
袁
暉
の
作
と
す
る
。

（
15
）
張
忠
綱
主
編
『
杜
甫
大
辞
典
』（
山
東
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
九
）

「
作
品
提
要
・
附
録
」
に
も
『
校
注
』
と
全
く
同
文
の
指
摘
が
あ
る
。

（
16
）
拙
著
『
東
西
南
北
の
人―

杜
甫
の
詩
と
詩
語
』（
研
文
出
版
、
二
〇
一

一
）、
同
『
杜
甫
詩
話―

何
れ
の
日
か
是
れ
帰
年
な
ら
ん
』（
同
、
二
〇

一
二
）、
同
『
花
燃
え
ん
と
欲
す―

続
・
杜
甫
詩
話
』（
同
、
二
〇
一

四
）
な
ど
を
参
照
。

〔
補
遺
〕

　
『
詳
注
』
巻
二
三
「
逸
詩
」
に
は
、「
秋
雨
吟
」
と
題
す
る
、「
屋
小
茅
乾

雨
声
大
、
自
疑
身
着
簑
衣
臥
（
屋
小
に
茅
乾
き
て
雨
声
大
な
り
、
自
ら

疑
う
身
に
簑
衣
を
着
け
て
臥
す
る
を
）」
で
始
ま
る
七
言
八
句
の
詩
を
載

せ
て
、
祝
穆
撰
『
事
文
類
聚
』
前
集
巻
五
に
見
え
る
と
い
う
。
そ
こ
に

杜
甫
の
「
雨
夜
吟
」
と
し
て
載
せ
ら
れ
る
こ
の
詩
が
陸
亀
蒙
の
作
で
あ

る
こ
と
は
確
実
で
あ
り
、
陸
亀
蒙
『
甫
里
集
』
巻
一
七
、
及
び
『
全
唐

詩
』
巻
六
二
一
に
は
「
雨
夜
」、『
文
苑
英
華
』
巻
三
三
一
に
は
「
夜
雨

吟
」
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。
仇
兆
鰲
の
誤
認
で
あ
る
。
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